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全国 700 基の原爆関連碑から読み解く被爆の記憶 

広島大学総合博物館で 20 周年記念の企画展を開催 

 

 広島大学総合博物館では、開館 20 周年記念事業の一環として、2026 年

7 月 29 日（水）から 9 月 30 日（水）まで、第 37 回ふむふむギャラリー

「全国に刻まれた原爆・非核平和の記憶—700 基のモニュメントをたどる

—」を開催します。 

本企画展は、教育学部内の教員・大学院生を中心に構成される原爆関連碑企

画展グループ（代表：熊原康博・大学院人間社会科学研究科教授）が企画・制

作したもので、全国約 700 基に及ぶ原爆・非核平和関連碑を調査した研究成

果を初めて体系的に紹介します。科研費（25K21881）の研究成果を広く社

会へ発信するものです。 

 広島・長崎の被爆地だけでなく、全国各地には慰霊碑や平和碑、被爆石、

「平和の火」など 700 基を超える原爆・非核平和関連のモニュメントが建立

されています。本企画展では、全国各地で実施した現地調査をもとに、それら

の建立年代や建立主体、建立場所、碑文の特徴などを分析し、被爆の記憶が各

地域でどのように受け継がれ、非核・平和への願いとして継承されてきたのか

を紹介します。 

 また、8 月 1 日（土）には熊原教授による記念講演会「全国の原爆関連碑

を訪ねて—被爆の記憶と非核・平和意識の広がり—」を教育学部 L104 講義

室で開催します。全国調査の成果を紹介するとともに、原爆関連碑を通じた日

本の平和運動の広がりや、平和教育への活用の可能性について考えます。 

本企画展を通じて、広島大学の研究成果を広く社会へ発信するとともに、被

爆の記憶を未来へ継承する契機となることを目指します。 

 

【企画展開催概要】 

名称 ：広島大学総合博物館 第 37 回ふむふむギャラリー 

全国に刻まれた原爆・非核平和の記憶—700 基のモニュメントを 

たどる— 

会期：2026 年 7 月 29 日（水）～9 月 30 日（水） 



会場：広島大学総合博物館（東広島キャンパス） 

主催：広島大学総合博物館 

企画・制作：原爆関連碑企画展グループ（代表：熊原康博・広島大学大学院 

人間社会科学研究科教授） 

内容：全国約 700 基の原爆・非核平和関連碑に関する調査成果を紹介する 

とともに、建立年代や建立主体、碑文などを分析し、被爆の記憶が全 

国でどのように継承されてきたかを紹介します。 

旧広島市庁舎被爆石やモニュメントの 3D モデル 15 点の展示など、 

さまざまな展示を行います。 

入館料：無料 

開館時間：10:00～17:00（入館は 16:30 まで） 

休館日：日、月、火曜日、祝日、お盆期間 

 

【記念講演会開催概要】 

名称：記念講演会 

全国の原爆関連碑を訪ねて—被爆の記憶と非核・平和意識の広がり— 

日時：2026 年 8 月 1 日（土） 13:30-15:30 

会場：教育学部 L104 講義室 

講師：熊原 康博（広島大学大学院人間社会科学研究科教授） 

内容 ：全国約 700 基の原爆・非核平和関連碑の調査成果を紹介するととも 

に、原爆関連碑を通じた日本の平和運動の広がりや、平和教育への活 

用の可能性について解説します。 

定員：60 人 

参加費：無料 

申込方法：チラシ記載の二次元コードよりお申し込みください 

申込期限：7 月 31 日（金） 

 

 

 

 
【お問い合わせ先】 

教育学部社会認識教育学プログラム 

教授 熊原 康博 

TEL:082-424-7069 

メール：kumakuma@hiroshima-u.ac.jp 

 

 




